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社会保障制度と生活者の健康

専門基礎分野の「社会保障制度と生活者の健康」は、教

育課程改正における教育内容の留意点にあげられている

「公衆衛生学」、「社会福祉」および「関係法規」を含む社

会保障制度が、供給側の意向によるものではなく、利用

者、国民の必要に応じて、展開されるものとして学習され

る必要がある。また当該の教育内容は、基礎分野「人間と

人間生活の理解」の教育内容と連結している。

以上の考えにより、「社会保障制度と生活者の健康」で

は保健医療サービスの担い手をも包含した生活者が、健康

な生活を確保するために、社会保障制度として用意してい

る法律や専門的・技術的・行政的サービスについて必要な

基礎知識を問う組み立てとした。

構成は、「生活者の特質」、「社会保障と社会福祉制度の

しくみ」、「生活者の健康を守る公衆衛生活動」、「健康を守

る医療従事者に関する法律」の４つからなっている。

「生活者の特質」では、人間を生活者としてとらえ、家

庭・家族生活の側面やよりよく生きようとする社会的存在

としての人間についての理解を問う内容であり、「社会保

障と社会福祉制度のしくみ」では、社会保障の理念と基本

的な制度の考え方についての理解や、法律に基づく生活者

の生活問題に対する社会福祉の方法と課題についての理解

を問う。

そして「生活者の健康を守る公衆衛生活動」では、公衆

衛生の基本内容や生活者の健康増進に対応した法制度と保

健活動の進め方についての理解を問い、「健康を守る医療

従事者に関する法律」では、人々の健康を守るためのサー

ビス提供機関と従事者の役割・機能についての基本的な法

律の理解を問う内容とする。

目標 ．人間を生活者としてとらえ、家庭・家族生活の側面、よりよく生きようとする社会的存在としての人間についての

理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

生活基盤 A 生活単位 a 家族 世帯> ：第 章A--「家族危機の時代」(p. ～ )

：第 章E-「世帯の変

化」(p. ～ )

：第 章 「成人期の人々のいる家族の理

解」(p. ～ )

：第 章A「家族を巡る基本概念」

(p.～ )

b 住居 ：第 章B-「生活の場を整える」(p. ～

)

c 家族周期 ライフサイクル> ：第 章A-「生活問題の拡大」(p. ～ )

：第 章E-「現代のラ

イフコース」(p. ～ )

：第 章B「家族発達段階論」(p.
～ )

：第 章B--「家族の発達段階」(p.
～ )

B 家庭生活の基本機能 a 生産・労働 ：第 章 E- -「生産・

労働機能」(p. ～ )

：第 章C「職場と家族」(p.
～ )

b 教育・養育 ：第 章 E- -「養育・

教育機能」(p. ～ )

：第 章B-「家族機能」(p. ～ )

c 保健・福祉 ：第 章E--「扶助機

能」(p. )

：第 章B「私たちの生活と環境衛生、保

健・福祉行政」(p. ～ )

d 生殖 ：第 章E--「再生産

機能」(p. ～ )

e 慰安・交流 ：第 章B-「家族機能」(p. ～ )

C 生活の場と健康 a 都市 ：第 章A「地域と健康」(p. ～ )

：第 章A--「ひとり暮らし高齢者の増大と

生活維持問題」(p. )
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社会福祉

基礎看護学［ ］(看護学概論)

臨床看護総論

家族論・家族関係論

在宅看護論

社会福祉

基礎看護学［ ］(看護学概論)

家族論・家族関係論

母性看護学［ ］

基礎看護学［ ］(看護学概論)

家族論・家族関係論

基礎看護学［ ］(看護学概論)

母性看護学［ ］

基礎看護学［ ］(看護学概論)

総合医療論

基礎看護学［ ］(看護学概論)

母性看護学［ ］

公衆衛生

社会福祉



大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

b 農村・漁村 ：第 章A「地域と健康」(p. ～ )

c へき地 ：第 章A「地域と健康」(p. ～ )

：第 章A--「ひとり暮らし高齢者の増大と

生活維持問題」(p. )

D 労働と健康 a 仕事内容 ：第 章A「労働者を取り巻く状況」(p.
～ )

：第 章B「対象の

生活：働いて生活を営むこと」(p. ～ )

b 労働時間 ：第 章A「労働者を取り巻く状況」(p.
～ )

：第 章C-「長時間労働と遠距

離通勤」(p. ～ )

c 仕事と余暇 ：第 章A「労働者を取り巻く状況」(p.
～ )

ライフスタイ

ル

A 家族の機能と役割 a 夫婦の役割機能の変化 ：第 章B-「妊婦と家族および社会」

(p. ～ )、第 章C-「産婦と家族の心理・社会

面のアセスメント」(p. ～ )、第 章A-「産褥

期の心理・社会的変化」(p. ～ )

：第 章C「夫と妻の役割と常識」

(p. ～ )

b 家族内介護者の変化 ：第 章A-「高齢人口と高齢者世帯の増加」

(p. ～ )

：第 章D-「家族機能の多様化とケアの

社会化」(p. ～ )、第 章D「高齢社会と世代間

のきずな」(p. ～ )

：第 章「高齢者を介護する家族の支援」

(p. ～ )

：第 章B「家族の介護機能の揺ら

ぎと支援」(p. ～ )

c 育児と介護の社会化 ：第 章D-「家族機能の多様化とケアの

社会化」(p. ～ )、第 章D「高齢社会と世代間

のきずな」(p. ～ )

：第 章B「子育てと家族」(p. ～ )

：第 章 E-「看護・介

護の社会化」(p. ～ )

：第 章「高齢者を介護する家族の支援」

(p. ～ )

：第 章A-「少子高齢化と社会保障制度」

(p. )、第 章E-「母子保健施策の動向」(p. ～

)、第 章A--「要介護高齢者の増大と介護問

題」(p. ～ )

：第 章A「ペアレンティングと

は」(p. ～ )、第 章D「高齢化社会と少子化」

(p. ～ )

d 家事機能の変化 ：第 章D-「家族機能の多様化とケアの

社会化」(p. ～ )

：第 章A「家族の生活文化」(p.
～ )

B ライフスタイルの変化 a 雇用労働の進行、女性労働の変

化

：第 章C「職場と家族」(p.
～ )

b 少子化、健康寿命の延長 ：第 章C-「少子高齢

化の実態」(p. ～ )

：第 章D-「少子化」(p. ～

)

c 余暇時間 ：第 章D「地域における高齢者の学習

ニーズの変化」(p. ～ )

d 生涯学習、地域活動への参加 ：第 章D「地域における高齢者の学習

ニーズの変化」(p. ～ )

e 家族観の多様化 ：第 章A--「家族危機の時代」(p. ～ )
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公衆衛生

公衆衛生

社会福祉

公衆衛生

成人看護学［ ］(成人看護学総論)

公衆衛生

家族論・家族関係論

公衆衛生

母性看護学［ ］

家族論・家族関係論

社会福祉

総合医療論

老年看護学

家族論・家族関係論

総合医療論

公衆衛生

基礎看護学［ ］(看護学概論)

老年看護学

社会福祉

家族論・家族関係論

総合医療論

家族論・家族関係論

家族論・家族関係論

基礎看護学［ ］(看護学概論)

家族論・家族関係論

老年看護学

老年看護学

社会福祉



大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

：第 章C「家族の変貌」(p. ～

)、D「わが国における家族の変貌」(p. ～ )、

第 章A「家族の生活文化」(p. ～ )

C 生活習慣の確立 a 生活習慣病の概念 ：第 章C「疾病の一次予防と生活習慣病

の考え方」(p. ～ )

：第 章B-「作業関連疾患と生活習慣病」

(p. )

：第 章E-「健康づく

り」(p. ～ )

：第 章 B- - 「保

健にかかわる対策―健やかな生活をはぐくむために」

(p. ～ )、第 章A「慢性的な健康状態の揺らぎと

慢性病」(p. ～ )

b 発達課題別生活習慣 ：第 章B-「日常生活習慣と健康を支援する

環境整備」(p. ～ )

c セルフケアの確立 ：第 章「健康生活

の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護」(p. ～ )

人間の集団と

してのはたら

き

A 集団の形成・発達 a 集団の凝集性 ：第 章 D-「集団

(グループ) のもつ意味」(p. ～ )

：第 章A-「集団のなかでの行動パター

ン」(p. ～ )

b 集団の意思決定 ：第 章A--「集団目標」(p. ～ )

：第 章B「家族の類型」(p.)

c グループダイナミクス ：第 章A--「レヴィンのグループダイナ

ミックス研究」(p. ～ )

B 地域における人間関係 a 親族、近隣、交際のネットワー

ク

：第 章B「地域と家族」(p. ～

)

b 地域のソーシャルサポートネッ

トワーク

：第 章B-「地域ネットワークサービスの形

成」(p. ～ )、D-「病院と地域保健・福祉機関

との連携」(p. ～ )

：第 章E「在宅ケア」(p. ～ )

：第 章「ソーシャルサポートをめぐる人

間関係」(p. ～ )

C 職場における人間関係 a 上司との関係 ：第 章 D- 「組 織」

(p. ～ )

：第 章C「組織の調整」(p. ～ )

b 組織のなかでの役割 ：第 章 D- 「組 織」

(p. ～ )

：第 章C「組織の調整」(p. ～ )

c 同僚との関係 ：第 章 D- 「組 織」

(p. ～ )

：第 章C「組織の調整」(p. ～ )

目標 ．社会保障の理念と基本的な制度の考え方についての理解を問う。

生活者の生活問題に対する法律に基づく社会福祉の方法と課題についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

社会保障の理

念

A 日本の保健医療福祉活

動の基本方向

a 理念、憲法第 条 ：第 章A-「健康とは」(p. ～ )

：第 章A「社会福祉の意味」(p.～ )

：第 章E「厚生行政のしくみ」(p. )

b 人権 ：第 章C「医療と倫理」(p. ～ )

：第 章C-「基本理念としての生存権保障

の具現化」(p.～ )

c 倫理 ：第 章C「医療と倫理」(p. ～ )

：第 章C--「倫理綱領」(p. ～ )

d ノーマライゼーション ：第 章E「障害者のノーマライゼーション

と新たな社会的きずな」(p. ～ )
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家族論・家族関係論

総合医療論

公衆衛生

基礎看護学［ ］(看護学概論)

成人看護学［ ］(成人看護学総論)

公衆衛生

成人看護学［ ］(成人看護学総論)

成人看護学［ ］(成人看護学総論)

人間関係論

人間関係論

家族論・家族関係論

人間関係論

家族論・家族関係論

社会福祉

臨床看護総論

人間関係論

基礎看護学［ ］(看護学概論)

看護管理

基礎看護学［ ］(看護学概論)

看護管理

基礎看護学［ ］(看護学概論)

看護管理

総合医療論

社会福祉

看護関係法令

総合医療論

社会福祉

総合医療論

社会福祉

総合医療論




